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7oo~ 即日 i3，000~ 5，000 
3 ，000~ 4，000 .{l，0回"-'3，000 50rv60% 1千~7干ユーカー
10，00口....20，000i 300~ 1，000 
25.口00 五 150~ 700 
15，..20% 50ェカ
75，000 正 30~ 300 
(出所) G. E. Mingay， E:ηg/uh Landed品'JCzety醐 theE世hteenthCentu門， p. 25. 
が作成した表をかかげておく。
ハパカク H.J. Habakkukも同様に，年収 3，000ポンド以上のものを「貴族
層J，年収 800 ポンド ~2.000ポンドのものを「富裕なスクワイア層J，年収 800
ポンド以下を「地方ジエントリ」というふうに分類している230










2) H. J. Habakkuk，“English Landownership. 1680-1740，" in Eco. H. R.， Vol. X; No. 
1. 1940. p. 3，川北稔訳「十八世紀イギリスにおける農業問題J10-13ベ ジー
18世紀イギリスにおける地主の所領暗営と農業資本主義 (191) 93 
昇が以前の著述家のテーマであったのに，こんどは土地を売りはじめた。大土

































貴族とジェ γ トリ 13 9.42 
ロγ ドγ プル
70 50.73 ジョアジー
債権者と富裕者 1u 7.25 
士 官 19 13.77 
官 支 11 7.96 
借 地 人 10 7.25 
畳局的世有者 6 3.62 




















5) A. H. Johnson， The Disalゆ.earanceof the Small' Lan晶wner，1909， p.136 
6) iヨ マン・ファー ミングの顕著な衰退は， 16世紀と1760年の間に起ったのであり，それ以降
ではない JH. L. Gray， . Yeoman Farming in Oxfordshire from the Sixteenth Century 
to the Nineteenth，" Qua吋erlyJoun叫 lof Eヒo即 mlCS，叩 XXIV，1910， p.326. rsmall 
ownersと釦naUfarmers一位。三主たる衰退は.1760年以前に，おそらぐ 16回年-175年の聞に
起ったにちカ5いない。J G. E. Mingay， Enclosure and the Small Farmer i氾 theAge of 
ihe Indust同alRevolutio叫 1968，p. 31 
7) H. J. Habakkuk， op.αt.， P弘前掲訳書.17ベーク。なお，小土地所有者が17世紀末から





らだとしている e しかし， トンプソンの通説批判は，充分につめられている左は思えない。 F
M. L. Thompsα1， ，. Landuwnership and回 onomicgrowth in England in the eighteenth 
century/' in E. L. Jon園田dS. ]. Woolf (ed.)， Agra同anChm智e，and E四四間icDe-
vei<砂ment，1974， pp. 41-60; cf.]. P. Cooper， "The Social Distrib山田 ofLand and Men 
in England， 1436-1700，" in &0. H. R.. 2nd ser. vol. XX， No. 3， 1967 
























8) G. E. Mingay. Engbsh La配かd品catyin the Eighteenth. Centu.ry， 196ヲ p.39. (以下
G. E. :Mingay. Landed品目ety と略記するL
9) C. IIi1l， Reformatioll to Illdl町的~al Revolution， 1967. pp. 55-56. 棋林正大訳「宗教改革
から産業革命へJ86-7ベータa




























11) G. E. Mingay. Landed 晶aety.，p. 76 











受託者に， 不確定残余権 con五gent白血aiIiderを与えた。 この 2点を主要な
内容とする処分の設定によって少なくとも親・子・孫の3代にかんするかぎり，













12) G. E. Mingay.品id.，p. 32; d. A. H. Johnson. op. cit.， ch. 1 
13) G. E. Mingay， ibid.， p. 103; A. H. Johnsα止めたi.p. 14 




















に足をし、れたことのない地王の全地代額が 204，000ポンド， 年間 1カ月から 2
カ月間だけ滞在した地主のそれが 91，800ポン人あわせて 295，800ポンドの地
代が，アイルランドからイ '/j!ラ'/]の地主の序中に収まった。しかもそれに
14) G. E. Mingay， ihid.， p.67; 
15コG.E. Mingay，必id.，P. 25 
16) G. E. Mingay. ibid.， P.50 
17) ミソゲイは，囲込そ白ものによって地代は，おおよそエ】カ 当り 7ジリングか015シリング，
つまり 2倍化したとしている園 cf. J. D. Chambers and G. E. Mingay， The Agricultural 
R配 o/ution，p. 85 
18) G. R. Mingay， L間 dedSociet:札 p.71
18世紀イギリスにおける地主の所領世営と農業資本主義 (197) 9 



















の重要性を見落す ζ とはできないのである。産業資本のイデオロ グであるア
夕、ム・旦ミスが植民地放棄論者であョたζ とは，ここで銘記すべきである。
以上， 18世紀における大土地所有の支配の安定性をささえた諸事|青について
考察Lてきたが，では「小スグ vイアJ í地方ジ ~Y トリ」さらには「ヨーマ
19) cf. G. E. Mingay， ibid.. pp. 43←47; 19-世記における， イギリス地主制之アイルヲシドとり
かかわりについては本多三郎民の精轍な研究を参照。 i19世紀桂半アイルラシドにおける土地所
省関係とイギリス地主制度」京都大学経辞学会『経済論叢』第112巻靖5号。
20) 川北話「イギリス工業化と『旧帝国~J r史林』第54巻第6号， 114ベ ジ9
21) 関口尚志，前掲 r経済政策講座2A32ベージ。
22) C ヒル「イギリスの革命の諸問題Jr思想A465， 54ベージロ
























23) cf. G. E. Mi時町，Landed Socie的.P 叩
24) 松浦高領 f十八世紀のイギリスJr岩波講座世界歴史17.，1l 267ベー ジ事照。 飯沼三郎「農業革
命論J93-4ベジ参阿s
25) 地租と穀物輸出奨励策とのかかわりについで思飯沼前掲書， 95戸6ペー ジ審問見
26) シュンペー ター ，都留重人訳「帝国主議と社会陪扱J46-7ベ ジ.なおよこではζ申関係が
1840年までつづくとしている.49へ ジa










とにかく 1婚姻J 1相続」あるいは18世紀初頭で問題となる「戦争J 1地
租J， さらに同期の「不況」などの諸点において，ことごとく大地主と中・小
地主に対して相反する作用がなされたのである。 とりわけ， 17世紀末かG18 











27) C， Hm，噌 cit.，p. 224，浜林前掲訳書，319-20ヘ ジ。
28) G. E. Mingay. Landed品ciety.，p. 40， p.5(] 
29) 18世紀における穀物価格の変動についてグνイγジャ とエりオツトり作成した次由表を参照ー
ここでも30年代40年代目伍価格ははっきり表われている。








































































l刀0-35，40，45印 55 曲 65干0・75田
(~叩印公の欄における附酬の)
動き J 
(出所) G. E. Mingay，“The Agricultural Depre回目1，1730-1750，" in Eco.瓦 R.，2nd scr 
vol. VIII. No. 3， 1956， pp. 325-6 












































































































営 C20~1日日エ カーの農場)の没落は. 1744~64年よりも 1724~44年に，一層急
激に進行し亡いるということを示しているのである。つまり，景気が好転する
30) マルクス「資本論」再出版4，287ぺ一九 cf.J. D. Chambers， NottingJjι印刷hirein The 
Eightι'cnth CentU1y， 1966， p.IX 
31) cf. H. J. Habakkuk， o.ρcit.， pp. 3. 14，前掲訳書.12， 38， 39ベ ジ毒照。
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〈出所) G. E. Mingay，“The Size of Farmo; in the Eighteenth Century，" in &0. H. R.， 









33) 11. J. IIabakkuk， o.ρ cif-.， p. 14，前掲訳書， 39ペク.















34) 注ηで， トγプソンが，小土地所有者の没落は. 18世紀初頭ではなく 181~年以降であるとして
いることにふれた均九彼は.また.d土地所有者白衰退が農業証改良の原闘であるよりも結果であ
るとしている o F. M. L. Thompson， ot. cIi. p品，本格的農業3改良=農業革命が18世紀中葉
以降のものであるというのは通説であるが.[イギリスで白農業革命は.18・9世紀ではなくて
16.7世紀に起ったJ(E. Kerridge， Agtゴ'cultu叩 1Revolutめn，p. 1丘).また [17世紀中葉から
18世紀中葉の聞に，イギリス農業は，そ白技術的変革を釦験したJ(E. L. Jones，“Agri印 ltural
and Econom肥 Growthin England， 1660-1750." p. 152; in E. L. Jones 00.， Ag吋四ltu問








的4輪作左のかかわり)や土壌の問題ピミッドラγドの heavy 刷 lとイーストランドの light
soilとのかかオつり〉をにつめなけれまならない。 (E.L. Jones， ibid.， p. 161; Chambe日 and
Minguy，噌・ cit.，pp. 62. 80. 81 ;マルクス「資本論」河出版4.171ベ ジを毒照〕さらに良業
金量の変革と土地場岩田変革とはいかなるかかわり方をするのかということの解明が必要となろ
う。


























35) H. J. Habakkuk，。ρcit.，p. 1弘前掲訳書， 40， 41ミ一九
36) G. E. Mingay.“The Size of Farms in the Eighte自由 Century，"in &0. H R.， 2nd 
ser可01.XIV， 1962， pp. 473-4 





「新規りテナントは， 農場をやってし町〈能力がありません。 と申しますりも， 彼
は700ボソドもっていると申しておりますが，それは実際より多<.本当は 500ポン













を必要とするといわれていたj叫と述べている。 これによれば， good tenant 




37) G. E. Mingay， ibid_. p. 47.'3 
38) G. E. Mingay， ibid.， p.474 
39) こ己で， stockを賃借経営と訳したのは，借地農は，土地は地主から借りるが，睦営資本は自
らが負担するということを前提として，その経営資本を提供することをストックの意であると解
したかbである o Compact Edit回 nofO.E.Dにおける stock，12項は扶の如し。 to[Ul且ish
(a farm，国tate，etc.) with live or d日.dstock 




「このテナントは， 彼が所有しております経営資本 Capitalto manageにあまる
土地をもっております。従って，彼から一定の土地 closesをとりあげて Wat田 nO)
農場にそれを与えまLた。 しかし， それを経営するにたる手段 meansof managing 
をもっに至った折には，すぐにでもそれを彼に返すもりであることを，しかと御理解
願いたいと存じます。(キングストン公のダ ピ シャ の所舗の差削人が， 104エ

















41) G. E. Mmgay.必id.，p. 478 
42) ハハカ九前掲訳書.55ヘ ジ。なお，ミンダイは，賃貸契約の目的として次の3つをあげて
いるs ①保有態様の固定化@テナントの不正行為禁止<E地味の保全 cf.G. E. Mingay， Landed 
Society.， p_ 170 




















15. もぐらとりには 1グ ス当り~〆りング支払わる。
16_ tenantsは，わき道を管理するとと。








43) L. Mo血t，England開 theBve of the 1nd叫 trialRevdlution. append皿 II，p. 280 


























44) A スミス，大内兵衛松川七郎訳「諸国民の宮」第4分冊， 252ベー タ.
45) ~、パカク，前掲訳書， 55ベ ジー
46) 飯沼前掲書， 75ペー ジ参向。 d.Chambers and Mingay. op. cit.， p.56 



























48) G. E. Mingay， L仰 dedSoci的'.， p. 165 
49) G. E. Mingay， ibid.， p.171 
112 (210) 第 116巻第3・4号
いて， ミy ゲイは次のような数字をだしている。少ないところでは，キγ (1::<
トン公のノッチンガムシャーの所領のばあいで， 総地代額の 1，-.，5%. 平均的
にはベッドフォード公などのばあいの8%程度問。また， とりわけ進取的なク
ヲクのホーヵームの所領について研究したパーヵーは，そよでは総地代額の11




ゆるテナY ト不足 shortageof tenantsをきたしたのであって r実際，良い
借地農を取り引きする市場が成立するほどであ」り，農地改良は rそのさい
競い合って借地農を求める地主たちが提供した誘い水 induce田entsJ聞として
の意味をなしていたのである。「テナ Y トをひきつけてとどめておく attra.cting








ドースゲイ卜・レイ γ仁まで，荷車道 aCart Roadをひいていただきたい。 これら
私のかた〈守ります条件は，他のいかなる者が提案するものよりも，閣下にとってお
そらく有利なものでありましょうoすべてはあなたむ御返事次第です。 (1781年，
Lord Petreの差配人からテナン干するようにとの依頼に対する農業者 Wi1ia皿 Squi-
50) cf. G. E. Mingay， ihid.， p.1市
51) R. A. parker，“Coke of Norfolk and the AgritニulturalRevulut山n，"血 &υ H.R.， 2nd 
ser.， vol. vnr， 1956， p.164 
52) H. J. Habakkuk， op. cit.， p. 14，前掲訳富， 39"" シ.
53) G. E. Mingay， Landed品xi.ety.，p. 1τ8 






















する ιとによって同時に満足され，その勧誘策・ 「誘い水」とし ξ，借地農業
者による農業経営の改良とは区別されて所領経営 e叫a匂皿allageluent的の改
54) G. E. Mingay，“The Size of Farms...." p. 474 






















57) 所積経宮において重要な投割をはたした差配人については次のものを参照。 cf.G. E. Min一
回目“TheEigl世間nthCentury Land Steward，" in 'E. L. Jones & G. E. Mingay， (00.)， 
Land Labaur and P(暗ulatwnin the !ndustrial R抗 dmtωn，1967 
58) E. A. Kc町ninsky，“Servicesand Money Rents in the Thirieenth C四 'uγ，"in Eco.H， 
R.. vol. V， No， 2， 1935. p. 44，審宝竜訳「イギリス封建地代の展開J58ベ 九
